
北海道農業に限りない愛情を注ぎ、
たゆまぬ努力を続ける人々がいます。
農業の未来を創造する「北の農業人」の
情熱や取り組みをご紹介します。
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●関口杏さんは祖父の姿に憧れて
農業の道を志しました。理想とするの
は少量多品目栽培。いつか自給自足
の生活を実現したいと考えています。

●千葉県から進学した佐久間彩南さ
ん。卒業後はジャガイモ関連の事業
を展開する道内企業に就職し、生産
農家のサポートをするのが目標です。

●ミニトマトの茎を支柱に固定する作業も手慣れた
様子。5月下旬からはイチゴやキュウリなどの収穫も
始まり、忙しい日々が続きます。
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収
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●作業の手順を確認。
肥料を与える量や散布
する順番などもしっかり
チェックします。

●5月から9月の間は朝の5時から圃場に出て実習を行います。
「4時起床なので、最初の頃はちゃんと起きられるか不安でしたが、今ではすっかり慣れました」
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